
週 24
2026 ＊本日は花の日・子どもの日合同礼拝です。礼拝後、　「互いにこのことを心がけなさい。

〒980-0012　 仙台市青葉区錦町1-13-48 教会学校の皆で消防署などを訪問します。 　　それはキリスト・イエスにもみら
報 TEL　022-222-3855／FAX　022-226-7855
http://www.aobasou.com　ﾒｰﾙaobasou-ch@aobasou.com ＊この起源はおよそ１５０年前にアメリカの教会の牧

　　　　　 師の提言で６月のある日曜日に毎年子ども中心の 次週予告（６月２１日）
集会を行った事に端を発し、1866年にはアメリカの 聖霊降臨節第五主日礼拝
メソジスト教会で６月の第２日曜日を子どもの日とし ホ群弾圧記念礼拝

聖霊降臨節第四主日礼拝 て教会行事に加えることに決めました。この日は子
花の日・子どもの日合同礼拝 ◆本日礼拝後 ＣＳ花の日訪問 どもたちへの信仰教育に力を入れる日としたので 司会

石川　E姉 　　　　　壮年会、婦人会例会 す。同時に一年で最も多く花の咲く季節である事か奏楽
熊谷　F姉 ら、教会員が花を持ち寄って教会堂を飾り、礼拝 ピアノ
安倍　K姉 【毎週日曜日】 後、その花を子どもたちに持たせて病気の方を見

プロジェクター 吉田　M兄 ・　９：１０　教会学校教師礼拝 舞ったり、警察（派出所）や各社会施設を慰問する 祈祷
（黙祷） ・１０：１５　教会学校(幼･小･中) ようになりました。これによって子どもたちが奉仕 招詞　 ヨブ２２：２１～２２
　マタイ１９：１４ ・成人科、初心者会は休会中 や感謝を表わす事を実際の体験を通して学ぶ事 交読 詩編 ６３：２～１２

・ 讃  美  歌 　４６１ が出来るようにと続けられたのです。最初は子ども 讃美歌 24
・ ◆祈祷会　　 のために計画したものが花の日子どもの日と呼ば 聖歌 578

齋藤　J姉 　６月１７日（水）１３：３０ れるようになり、教会の暦として定着して現在に 子ども賛美「歌声とかえる」
子ども賛美 「歌声とかえる」 至っているのです。 聖書

・ 　詩編１００：１〜５ 　　　司会：山田　R姉 説教
・ 　　※夜の祈祷会　１９：００ ＊２１日礼拝後、ありのまま舎の印刷物１５００部を

　創世記７：１～５ 折る作業を行います。お時間が許す方は奮って
ご協力ください。２１日に全て終わらなかった場合 献金

「箱舟に入って」 ◆会堂清掃　６月２０日(土) ２４日（水）の昼の祈祷会後、2時半頃から残りを
野々川　藍牧師 行う予定です。

◆６月２０日（土）
・ 　２０１ 　１０：００ 総務財務部会 ＊２８日（日）午後２時から当教会で讃美歌コンサー 看板

トがあります。出演者は指揮：鈴木優子氏、パイプ お花
★阿部　N姉 ◆次週礼拝後　ありのまま舎奉仕 オルガン：川越南美氏、フルート：千葉展子氏 週報担当
阿部　K兄 ピアノ：門脇麻美氏、合唱：仙台バロックアンサン 集会出席者 （人）
深見　M姉 ◆感謝献金 ブル＆ヒムコアです。チラシ裏にある整理券にご 礼拝 祈祷会 計

　　　　　　　　 吉田　T姉 記入の上、お持ちください。入口ﾗｯｸにあります。 男 21 5 26
・ （讃５４１） ・菅野S姉（受洗記念） 女 40 10 50
・ ・新藤M姉（誕生記念） 《お祈り下さい。》 子ども 8 0 8
・ ・齊藤R姉（両親召天記念） ・病床にある兄姉のために 計 69 15 84

・梶川M姉 ・年長者、ＣＳ生徒、求道者のために 献金 （円）
　　（次男K・A結婚感謝） ・教会の活性化のために 月定

・梶川K氏・A氏(結婚感謝) ・能登半島の被災地のために 礼拝

（イスラエル・ガザ、イラン、ウクライナ、ロシア）
・ 　　　主の祝福を祈ります。 計
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　　れるものです。」
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『主の十字架の愛で神と隣人を愛する』

（フィリピ２章５節）
2026年度の標語


